続　聖ニコライとセルギイ府主教 ②
「A.C.プーシキン記念（名称）

　　　　　ロシア国民高等小学校」
　ニコライ堂の南側に石畳が残されている。かつてはそこから石垣の下方に長い立派な石段があり、信者はこの石段を上り下りし聖堂へ行き来した。
　昭和十年（1935）十二月、この石段横に二階建ての建物が出来上がる。ロシア人子弟の初等教育を担った通称「プーシキン学校」で、翌年初めに開校した。
　ロシア革命後、大陸から多くのロシア人が日本に居所を求めて移って来たが、このころ東京周辺には五百人前後の「白系」と呼ばれる人たちが住んでいた。日本での生活も落ち着いたころロシア人社会で問題となったのが子弟の教育であった。独自の教育機関は無く、多くはアメリカン・スクールやキリスト教系のミッションスクールに入学する者が多かったが、日本の学校に入学した者たちもいた。
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　昭和四年（1929）九月ころにはニコライ堂境内の建物に「露西亜国民学校」がセルギイ府主教の尽力により開校された。しかし、昭和六年（1931）三月、セルギイ府主教が共産政権を擁護する説教をしたとしてロシア人社会に動揺が起き、この学校も閉鎖されてしまう。

　昭和八年（1933）にはロシア人たちはそのアイデンティティを保つ為に教育の場の必要性に逼られ、「亡命露人協会」が中心となりロシア人が多く住む神田明神の近く（神田区宮本町）に臨時校舎を得て学校を再開した。
校長は亡命露人協会会長のペトロフで、セルギイ府主教は「名誉監督官」となった。以後、学校運営は「亡命露人協会」が行い、資金募集をして新校舎を建設するに至った。日本正教会は直接の関わりを持たなかったが、ニコライ堂南階段下の土地を貸与した。
　学校は当初三年

制だったが新校舎

に移ったころは七

年制となる。生徒

数は三十人前後で

で共学であった。

　昭和十二年十月

（1937）の調査で

は二十一人が在籍

し、一･二年生（三

人と二人）、三・四

年生（五人と四人）、

五年生（六人）の

三クラスの複式学

級で授業を行って

いた。[image: image2.jpg]


教室の壁に
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コライⅡ世の写真が掲げられており、父兄は宗教教育とロシア語教育に熱心だったようだ。卒業後の進学に備えて英語と日本語の教育も重視されたが、実業的な授業もあり手芸や製本術なども教えたという。（「白系ロシア人と日本文化」沢田和彦・成文社）
　昭和三年（1928）、駿河台二丁目で生れたヴェラ・アファナシエワ（サンクトペテルブルグ在住）が入学したのは昭和九年（1934）だという。ロシア語、英語、日本語、数学、歴史、地理などを学習したが「数が少なかったので共学です」と当時を思い出す。ヴェラのクラスは九人、教科書はハルビンから送られていた。彼女は昭和十三年（1938）には卒業し、「聖心女学院英文科」に進んでいる。

　学校はセルギイ府主教引退後、土地貸与延長の問題も生じたが、戦中も開かれており、昭和十七年（1942）には東京府の認可を受けた私立学校となっている。

　内務省警保局の「外事月報」には逐一「亡命露人協会」の学校運営の協議事項が記されているが、昭和十九年までは記録が残されている。

　戦後、この建物はモスクワ総主教庁との関係を望み日本正教会から離脱したグループの祈祷所として使われたり、昭和三十一年頃からは正教神学校女子部の学生寮として使われた。しかし、本会土地の取得問題が生じ、その資金捻出のため昭和四十年には階段下の部分が売却されるに至り、

その後石段は取り壊され、建物も失われた。















▲昭和10年（1935）12月竣工





▲校舎に掲げられた校名表示板


Русское  Национальное  Высшее  Начальное  Училище


Имени  А.С.  Пушкина


（Ａ．Ｃ．プーシキン記念[名称]ロシア国民高等小学校）





▲学校役員・教師と生徒たち（昭和11年頃）






































